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【評価結果】 

優れている／計画を超えて進捗している 

 

【評価コメント】 

卵巣がん治療の新たなアプローチとして PRDM14という特異的分子を標的とする研究が進んでおり、

知的財産も確保されている点、および Conjugateを使用した siRNAの導入や、in vivoでの抗腫瘍効果

の確認が行われており、順調に実験が進んでいることが評価された。一方新たな Conjugateの検討や

効果向上のための戦略の再構築をおこなうとのことであり、前臨床試験に向けて、原薬合成の体制整

備等を準備していくことが期待される。 


